
 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第１学年 国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・「正しく書く」「正しく読む」「伝わる声で話す」「目を見て聞く」という基礎的、基本的な力を確 
実に身に付けさせることを１年生国語科の目標に据えて指導している。 

「正しく書く」：達成度７割  課題…字形が整わない、鏡文字、筆順が正しくない。 
「正しく読む」：達成度７割  課題…平仮名が読めない、単語で読めない、文のまとまりで読めない。 
「伝わる声で話す」：達成度６割  課題…声が小さい、堂々と話せない、目を見合って話せない。 
「目を見て聞く」：達成度７割  課題…目が合わない、手遊びをする、話し出す。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 
・記載なし 
（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 
【基礎基本が必要な児童への手立て】 
・適宜、鉛筆の持ち方、姿勢、書き順、話し方、聞き方、言葉の使い方等、日々指導して習慣化させる。 
・ひらがなカード、視写、音読・暗唱、読み聞かせの学習機会を設け、文字や言葉、お話に興味をもた
せ、語彙を増やしていく。 

・毎日の家庭学習に音読や暗唱を取り入れて、言葉や文のまとまりとして捉え、リズムよく読めるよう
に、単語を〇で囲ったり、線を引いたり、手をたたいたりして言葉として読める力を付ける。 

・ペア学習を多く設け、一緒に教科書を指で押さえながら読んだり、伝え合ったりする中で語彙を増や
し、話したり聞いたりする練習を繰り返す。 

・いろいろな文の型を提示し、視写などの学習を多く設けて、文章や感想の書き方に慣れさせる。 
【活用が必要な児童への手立て】 
・読書活動を設け、一人読みができる習慣を付ける。語句のまとまりや関係について興味をもたせ、身
近なこと以外にも生活の中で活用できる語彙を増やしていく。 

・毎日の家庭学習に音読や百人一首の暗唱を通して、文や句のまとまりを捉え、正しい口形、発声、間
の取り方やリズムを身に付けさせる。 

・グループ学習、全体での発表の場を多く設け、正しい言語を使って表現する力や聞く力を育む。 
・日記や振り返り等で文章を書く機会を設け、自分の思いや考えを書いて表現する力を身に付ける。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①音読・暗唱プリント（１学期）、百人一首暗唱プリ

ント（２・３学期）を毎日の宿題として実施する。 

②朝学習の時間やスキルタイムを使い、視写やひら

がな・カタカナの定着プリントに取り組む。 

③一言日記～１００文字日記（３学期以降）に取り組

む。 

④ペアで 1 冊の教科書を指で押さえながら音読した

り、線を引かせたりする。 

＜検証方法＞ 

❶プリントの進捗や達成状況を管理し、スラスラと

音読・暗唱できることを目指す。 

❷❸プリントや日記の進捗や達成状況を管理し、「と

め」「はね」「はらい」と字形、句読点などが正しく

書けることを目指す。 

❹音読できない、何をするのか分からない、話を聞か

ない児童もペアにすることで、確実に授業や作業

に参加して理解を上げられるようにすることを目

指す。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・平仮名（ほぼ１０割）、片仮名（８割）を正しく書

けるようになった。 

・３学期から毎日作文を書く課題に取り組むことで、

文章を書いて表現する力が身に付いた。 

・スラスラ音読できる児童が増えた。（８割） 

＜課題＞ 

・ペアやグループの活動であれば、読んだり書いた

りできるが、一人で課題をやり遂げられない児童

がいる。（１割） 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・鉛筆の持ち方や姿勢について毎授業声掛けして定

着を図る。 

・常に丁寧に文字を書く意識を育てる。※連絡帳な

どで雑に書かないように指導する。 

・正しい片仮名、発音、拗音、助詞（～は、～を）に

ついて、細かく指導を続ける。 

・誤字脱字などがないように、書き終わったら「読み

直し」の作業を大切にする。 

 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・正しい字形で自分の思いを文章で表現したり、発言したりできる。 



 

 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第１学年 算数科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・計算（たし算、ひき算）の正確さ、速さに課題がある。 

・文章問題の読み取りや立式に課題がある。 

・安易なミスが見られる。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・記載なし 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手立て】 

・百玉そろばんや算数ブロックによる具体的操作を取り入れ、数の合成・分解、５や１０の繰り上がり

計算を視覚的に取り入れ、数の感覚を養う。 

・文章問題の中で、「わかっている数」を青、「聞かれていること」を赤で丸を囲み、問題文を整理して、

立式や答え方に結び付けさせる。 

・文章問題の中で「ぜんぶで」「あわせて」、「のこりは」「ちがいは」など、計算のキーワードになる言

葉に着目させて立式に結び付けさせる。 

・問題を解いたらやり直し団子に色を塗る作業を取り入れ、見直す作業を定着させる。 

【活用が必要な児童への手立て】 

・問題文を絵や図、ブロックなどで表し、問題場面を具体的にイメージして思考の過程を表現できる力

を付ける。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①授業開始時に百玉そろばんを使って、数の感覚を

身に付けさせる。 

②「たしざんカード」、「ひきざんカード」、計算プリ

ント、百ます計算を使って計算力の習熟を図る。 

③具体物、半具体物、ICT教材などを使って、問題文

のイメージを捉えやすくする。 

＜検証方法＞ 

❶百玉そろばんの珠の動きに合わせて、声に出して

数を唱えたり、言葉のフレーズを言わせたりして、

数の合成、分解やたし算、ひき算などの理解力向上

を目指す。 

❷反復して計算する機会を増やしたり、自分で計算

力が上がっていることを実感させたりすることで

達成感や自信を持たせ、計算力向上を目指す。 

❸問題文を具体物などで視覚的に捉えさせること

で、思考力の向上を目指す。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・計算プリントを繰り返したり、百マス計算に取り

組んだりすることで計算力が伸びた。 

・１０のまとまりで捉えられるようになった。 

＜課題＞ 

・安易なミスが目立つ。 

・文章を正しく読んで立式することが難しい児童が

いる。（１～２割） 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・繰り上がり、繰り下がりの計算問題を反復して、更

なる定着を図る。 

・文章問題を意味をイラストで抽象化して書かせた

り、半具体物で操作させたりして、正しく立式でき

る手だてを講じる。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・問題を読んで正しく立式・計算できる。 



 

 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第１学年 生活科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・生活経験の不足、日常生活で必要な基本的な技術が十分でない児童が見られる。 

・観察する時のポイントを捉えて、気付いたことを絵や文章で表現する力に個人差がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・記載なし 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・気付いたことのキーワードとなる語彙を全体で確認してから、自分の言葉で具体的にまとめていく

ようにする。 

・観察や活動の視点を明確に示し、気付きが焦点化できるようにする。 

・観察カードを交流したり、紹介したりしながら、友達の気付きやまとめ方を参考にして、自分自身で

表現できるようにする。 

・日常生活で必要な基本的な技能が身に付くように、計画的に練習する機会を設け、技能を身に付けら

れるようにする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①観察時の視点を明確にすることで観察する対象を

絞り、文章や絵で表現する方法の手法を示しなが

ら指導する。 

②視覚的に捉えられるように常時掲示し、お互い

で学び合える環境をつくる。 

③内容や時期に合わせて、児童の生活や体験に基づ

いた具体的な活動を行う。（トイレの使い方、うが

いの仕方、ほうき・ちりとりの使い方、ぞうきんの

絞り方、ちょうちょう結び、上履きの洗濯、はさみ

やのりの使い方など） 

＜検証方法＞ 

❶観察のポイント、「くらべる、はっけんする、たと

える」などの具体的な視点を与えて観察に取り組

ませる。交流できる場を設け、気付きを文章で多く

表現できるようにすることを目指す。 

❷お互いのカードを見たり伝えたりする中で気付き

の表現の幅を広げることを目指す。 

❸「手や体を使う活動」「様々な道具を使う活動」を 

 適宜取り入れ、生活上必要な技能を身に付けさせ

ることを目指す。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・観察カードやワークシートに、気付いたことや感

じたことを書いたり、話したりして表現できるよ

うになった。 

・日常生活で必要な技能を身に付けて、頼らずに

自分自身でできるようになった。 

・学校の中や周りの様子に気付き、周囲の人と関

われるようになった。 

＜課題＞ 

・生活経験が乏しく、知識や技能が身に付いてい

ない児童がいる。 

・気付きを表現できない児童がいる。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・学習の中での友達との関わり合いを更に深め、

技能や知識を学び合えるように指導する。 

・意欲的に活動できるように学習を工夫すること

で、自らの気付きが深まるように指導する。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・身の回りの物や人に対して興味をもって学習をすすめ、様々な事柄に気付くことができる。 



 

 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第１学年 音楽科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・音楽技能の機械的訓練に偏ってしまわないよう、音楽活動と関わらせながら知識や技能を習得する

ことで、「わかった」と実感したり、児童が主体的に学び、思考・判断・表現することで「できた」

と感じたりすることができるようにする必要がある。 

・音楽あそびや、わらべうたといった、未就学児段階での拍を用いた遊びの経験に差があり、拍をつか

む感覚の習得が十分でなく、丁寧な個別指導を必要とする。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・記載なし 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手立て】 

・個別に表現の技能を見取る機会を適宜設け、学習内容の達成状況を把握するとともに、その場でフィ

ードバックを行い、児童が達成度や学びの方向を理解できるようにする。 

・リズム打ちや名前の応答遊びなど、拍を用いた常時活動を多く取り入れ、全題材を通して拍感覚の習

得を目指す。 

・拍を指導者の手拍子や打楽器奏だけでなく、指導者が大きく体を動かしたり、ときには学習者も一緒

に動いたりして、拍を視覚的・運動的に理解させる。 

【活用が必要な児童への手立て】 

・表現する、思考する、表現する、の試行錯誤のサイクルを増やし、意図によって表現が変わっていく

ことを理解し、音楽表現を工夫する楽しさを実感させる。 

・身体表現の活動を多く取り入れ、拍感覚や意欲の向上を図る。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①歩く、ジャンプする、手を叩くといった体の動

きで拍を取り、自身の拍に歌を乗せる活動を多

く取り入れる。 

②拍感覚の習得度を把握しておき、育っている児

童とそうでない児童をペアやグループにして、

互いの動きをまねたりリードしたりする活動を

取り入れる。 

＜検証方法＞ 

❶ 観察記録を取り、「拍を意識して」「拍に合わ

せて」「拍を意識しなくても」リズムが取れてい

るかを評価する。９割の児童が「拍に合わせて」

リズムが取れることを目指す。 

❷活動中の様子や声掛けの内容とその反応、気付

きの共有を記録し、拍感覚の醸成に生かせたか

分析する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・多くの児童に拍感覚が身に付いた。 

・器楽指導において教え合いは効果的であった。 

＜課題＞ 

・拍がほとんど身に付かなかった児童がいる。 

・自身の演奏への自信の無さが出ている。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・拍感覚については個別支援が必要な児童がいるた

め、拍のある遊びを取り入れる、歌いながら体を揺

らすなど、体感的に理解できる手立てを講じる。 

・児童が演奏を発表できたことそのものへの価値付

けをする。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・確かな知識・技能に裏打ちされた自信をもって、表現や鑑賞に臨むことができる。 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第１学年 図画工作科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・基礎基本的な道具や材料の使用方法を習得し、技術を身に付ける。 

・色や形、表現方法を自分で考えたり、感じたことから表現したいものを発想したりする能力を高め

る。 

・友達や自分の作品を見て良さや面白さを感じたり、その良さを作品にいかしたりする力を高める。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・基本的な材料や道具などの使い方を掲示や ICT を活用して確認するとともに様々な学習場面で何度

も活用できるようにする。 

・表したいものを見つけるための様々なアプローチを経験できるようにする。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手立て】 

・全体指導だけでなく、児童に応じて個別に指導し、児童自身の困り感を解消していく。最低限の基本

的な技能の習得を目指す。 

【活用が必要な児童への手立て】 

・自分の発想を試すことのできる題材や材料を用意する。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①道具や材料の使い方の基本や表現方法を児童の

前で実際に実演して説明をする。また、ICT機器

や掲示を活用する。 

 

②導入で丁寧にねらいを確認し、表したいものを

児童自らが見つけることができるようにする。 

＜検証方法＞ 

❶児童や作品の観察。毎時間全児童に声をかけて

回るようにする。児童が材料や道具を正しく扱

え、どんな小さな工夫でも良いので自分なりの

工夫をできるようにする。 

 １学期の間にはさみ、のり、絵具、ねんどなどの

基本的な道具や材料を正しく扱えるように指導

する。 

❷児童や作品の観察。毎回の授業でねらいに沿っ

た活動が行われているか確認する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

①掲示や ICT を活用したことにより児童の理解がス

ムーズになった。また、掲示があることによって説

明を何度も見返すことができ、理解が深まった。 

②導入時でねらいを明確化し、児童の意欲づけにつ

ながった。 

＜課題＞ 

・ねらいにそった活動が難しい児童がいる。伝え方

や児童の意識付けに工夫が必要である。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・道具の扱いに課題がある児童がいる。のりでの接

着やハサミで紐を切る際の力加減など、再度復習

が必要である。 

 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・様々な材料や技法に興味をもち、活動を楽しみ、友達の作品の良さを認めることができる。 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第１学年 体育科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・遊びの経験に個人差があり、基本的な身体の使い方や動作が身に付いていない児童がいる。 

運動遊びやゲームなどを楽しく行うために必要な技能や体の使い方を身に付ける。 

・遊びのルールやゲームの目的が捉えられず、みんなで楽しく遊んだり運動したりすることができな

い児童がいる。 

・教え合う場、互いの良い所をまねしながら動きを習得できる学習の場を意図的に設ける。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・記載なし 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・児童の発達段階に応じて、様々な動きを繰り返し経験させる。また、その活動を繰り返す中で、試行

錯誤したり、運動の特性に合わせてめあてやルールを工夫したりして、楽しく活動できるようにす

る。 

・基本の運動を多く体験させ、体の動かし方を習得し、幅広い運動経験を積み重ねられるようにする。 

・児童同士教え合う場や発表する場を設け、児童が達成感を味わえるようにする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①動きに応じた体の使い方を準備運動に取り入れ、  

 基本的な動きを身に付けさせる。 

②友達同士、よい動きを見付け合い、互いに認め合い

ながら活動する中で、幅広く技能を身に付けさせ

る。 

＜検証方法＞ 

❶多様に体を使う運動を授業の導入時に実施して、

必要な技能や体の使い方を身に付けさせることを

目指す。 

❷ペア、グループでの話し合い活動や教え合う場を、

適切に設定する。また、毎学習の最後に振り返りの

場を設け、学びを整理させる。 

 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・安全に気を付けて、すすんで準備や片付けができ

る。 

・勝ち負けにこだわらず、ルールを守って仲よく活

動したり、友達のよいところに気付いたりできる。 

・基礎的な運動技能が伸びた。 

＜課題＞ 

・リズムに合わせて、体を動かしたり表現したりす

ることが難しい児童がいる。 

・遊びなどの生活経験の少なさから、体の使い方、筋

力、持久力が乏しい児童がいる。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・体の調整力、筋力、持久力などを伸ばすような指導

を定期的に取り入れる。 

・遊び方やルールを工夫する話し合いを意図的に取

り入れて、体育的な思考力の素地を伸ばす。 

 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・友達のよさを自分の動きに取り入れて、楽しく活動したり技能を伸ばしたりできる。 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第１学年 道徳科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・登場人物の気持ちを想像したり、物事の事象について考えたりできない児童が２割程度いる。 

・教材の内容を、実生活に結び付けて考えたり、行動に生かしたりできない児童が２割程度いる。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・記載なし 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・ICT機器やイラストを用意したり、動作化や役割演技をしたりして場面を捉えやすくし、考えられる

ようにする。 

・実生活の課題から教材を作ったり、話題を実生活に置き換えたりして学習内容と生活課題を結び付

けていく。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①人物の態度や表情、周囲の様子などが分かるよ

う ICT 機器を使ってイラストを提示して注視さ

せることで、場面を捉えやすくし、自分の考え

をもてるようにする。 

②実生活の課題から教材を作ったり、実生活に置

き換えたりして課題と結び付け、自分事として

考えられるようにする。 

 

 

＜検証方法＞ 

❶ワークシートの記入状況や発言の様子などで検証

する。 

 

❷ワークシートの記入状況や発言の様子などで検証

する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・周りの様子や相手の気持ちを考えて行動すること

の大切さを認識できるようになってきた。 

・生き物を大切にしようとする思いが育った。 

・ルールを守って行動しようとする思いが育った。 

・感謝することの大切さを知って、行動できるよう

になってきた。 

＜課題＞ 

・善悪の判断力が未熟だったり、行動で示すことが

できなかったりする児童がいる。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・日常生活の場面に置き換えて、場面を具体的にイ

メージして考えられるようにする。 

・ロールプレイなどで、実際にどのように言動すれ

ばよいか学べるようにする。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・集団のルールを守り、相手のことを思いやった行動ができる。 

 


